
課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 8 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

障がい者アスリート競技力向上事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部

法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 ①しあわせ福井スポーツ協会、②障がい者トップアスリート
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

福井国体・障スポ大会をピークに、障スポアスリートが減少しており、特に団体競技おいて練習の質の低下や大会参加が不可能な競技があり、新たな選手獲得のス
キーム作りが急務となっている。

［事業目的］

　「福井しあわせ元気大会」で培われた選手育成・強化体制の取組定着や、競技力の底上げによる競技人口の拡大、新たなアスリート発掘のため、有望選手およびチームの競技力向上を図る。
　また、「福井しあわせ元気大会」に向けて実施した健常者（スポジョブ選手、小・中・高厚生、社会人チームなど）との合同練習会や練習試合を継続させ、競技力のさらなる向上を図るととも
に、誰もがスポーツを通じてつながることのできる「融合」の理念を広げていく。
　さらには、東京パラリンピック等の主要国際大会への出場を目指す本県出身・在住の障がい者トップアスリートを多方面から支援し、これらの選手の活躍は同様の障がいを持つ方々にとっての
大きな希望であり、障がい者スポーツの気運を高め、認知度向上を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画　福井県障がい者福祉計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 ①委託、②補助 補 助 金 R4

補助率 ②10/10（上限あり）

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 － 他県の状況
33都道府県でトップアスリートを支援する制度あり
（29年度　埼玉県全国調査）

　①障スポ強化対策事業
　（１）強化指定選手等の認定
　　　　県大会の成績等により有望選手やチームを強化指定し、競技力向上を図る。
　　　　・個人競技　「福井しあわせ元気大会」に向けて養成してきた１６６名規模　　　・団体競技　北信越・東海ブロック予選会に出場する県代表１２チーム
　（２）強化対策
　　　　強化練習会、県外指導者による特別練習会、健常者チームとの練習試合・合同練習会、県外遠征等
　②障がい者トップアスリート応援事業
　（１）全日本強化指定アスリートへの支援
　　　　・対 象 者　日本パラリンピック委員会加盟競技団体強化・育成指定選手等
　　　　・対象経費　国際大会および強化練習にかかる自己負担経費、指導者招へい費、身体的ケア等にかかる自己負担経費
 　　 　・補 助 額　７００千円／選手【特別加算】①国際大会出場３００千円／選手　②介助者旅費２００千円／選手
　（２）福井県強化指定アスリートへの支援
　　　　・対 象 者　福井県強化指定選手のうち、県内の各競技団体からの推薦があり、近年の国内大会等で上位入賞等の実績がある選手
　　　　・対象経費　各中央競技団体等が主催する国内大会への参加にかかる自己負担経費
 　　 　・補 助 額  ２００千円／選手

　　　　競技団体が県内の特別支援学校等に出向き、スポーツ体験会を実施し、若年選手層を発掘

［受益者］ 障がい者（健康上の理由でスポーツに関わることが困難な者を除く） ［想定される受益者数］
身体障がい者 41,454人、知的障がい者 6,806人、精神障がい者 7,063人
合計　55,323人（R2.3現在）

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担
事業名 事業名



課長名

■ ■ H26 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 8 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

23,605 20,512 20,514

23,605 20,512 18,395

22,371 17,098

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(12) (14) (14)

15 8 2

(12) (14) (14)

7 14 12 14

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

補助率 ②10/10（上限あり） 法 定 受 託 事 務 そ の 他

その他

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

［予算額の推移等］ （単位：千円）

予算額 20,867 6,533 14,334 地域生活支援事業費等補助金

区　　　　　　分 ３年度

交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

障がい者アスリート競技力向上事業

区分 拡充 課名 田中　和弘

区分 事業費 国庫 起債 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業主体 ①しあわせ福井スポーツ協会、②障がい者トップアスリート 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 ①委託、②補助

経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名

・障スポ実施競技の追加（ﾎﾞｯﾁｬ）
・障スポアスリート発掘事業の実施

当 初 予 算 額 の 推 移 20,867

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

・２８年度より障がい者トップアスリート応援事業開始
・支援対象者の増

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・新型コロナウイルスの影響により、2カ月間の活動期間の休止
・１４名のトップアスリートの支援を決定

・障スポアスリート発掘事業の実施による若年選手層の発
掘

当事業の支援対象者数
(目標) (14) (15) (20)

当事業を活用して出場した国際大会数
(14) (15) (20)

活動指標
トップアスリート応援
事業支援対象者

実績

成果指標 国際大会出場数



課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

（役割分担）

上記関連事業は、特別支援学校の児童生徒と地域の小・中・高校生が
スポーツや文化芸術活動（音楽・書道・美術など）を通じた交流活動
に特化して実施

市町との連携状況 － 他県の状況 －

［受益者］ 障がい者（健康上の理由でスポーツに関わることが困難な者を除く） ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 障がい者スポーツ・文化交流事業（高校課）

（実績）

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　スポーツ庁の「障害者のスポーツ参加促進に関する調査研究」によると、成人の障がい者のスポーツ・レクリエーションの実施率は、週１日以上では２４．９％、
週３以上では１２．３％となっており、福井県スポーツ推進計画に記載する、週１日以上４０％、週３回以上２０％を達するには、障がい者スポーツの周知や実施す
る場を提供する必要がある。

［事業目的］

　障がいの有無や性別、年齢に関わらず共にスポーツを楽しむことを通して、互いの理解を深め、障がい者の社会参加を促進や共生社会の実現を目指す。そのため
に、身近な環境で誰もがスポーツを楽しめる環境を整備し、スポーツスポーツ振興を通じた地域づくりを進める。

Ⅰ．スポーツ「融合の和」拡大事業
　　　①「福井しあわせ　障スポ☆フェスタ」の開催　…　「福井しあわせ元気」国体・障スポのレガシーとして、障がいの有無、世代を超えた交流・融合を
                                                       推進し、誰もがたのしむことに重点を置いたイベントの開催
　　　②トップアスリート出前講座の開催　…　県内の障がい者トップアスリートが小学校に出向き出前講座を開催
　　　③障がい者スポーツ指導員養成講習会　…地域において障がい者スポーツ理解し指導ができる人材を育成するため、講習会を開催
　　　④障がい者スポーツ情報発信　…障がい者スポーツに関する行事案内や活動情報を発信

Ⅱ．障がい者スポーツ「はじめの一歩」支援事業
　　　①総合型地域スポーツクラブ支援　…　県内各地の総合型地域スポーツクラブにおける障がい者スポーツクラブの活動を支援
　　　②障がい者スポーツ体験教室開催　…　障がい者福祉団体等が行う体験教室を支援

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画　福井県障がい者福祉計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 しあわせ福井スポーツ協会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

障がい者スポーツ裾野拡大事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 3 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― 7,440 7,402

― ― 7,440 4,328

― ― 7,439

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― (40) (40)

― ― 25.3 24.9

― ― (6) (6)

― ― 6 6

区分

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

交流文化部 課名 スポーツ課 田中　和弘継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名

そ の 他

□ その他

□ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 861

・「福井しあわせ障スポ☆フェスタ」、上級障がい者スポーツ指導
員養成講習会は新型コロナウイルスの影響により中止
・出前講座は8月から開催（40回）
・初級障がい者スポーツ指導員養成講習会を敦賀で開催（50名参
加）

□ 拡充 ■ 縮減

□ 整理統合 □ 廃止

実績

(40)

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

前年度までの
主な増減理由

総合型スポーツクラブへの支援クラブ数の減（R1→17クラブ、R2→9クラブ、R3→4クラブ）

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

活動指標
県内各地域での障がい者
スポーツ事業

(目標) (6) (6)

成果指標
成人（障がい者）のス
ポーツ実施率（週１以
上）％

(目標) (40) (40)

(6) 毎年県内６地域（福井、坂井、奥越、丹南、二州、若狭）すべてにお
いて障がい者スポーツ事業を実施

実績

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

当 初 予 算 額 の 推 移 6,541

総合型地域スポーツクラブの障がい者スポーツ導入支援の期間（３年間）終了に伴う減２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

地域生活支援事業費等補助金予算額 6,541 3,270 3,271

実行予算

事業実施方法 委託 補 助 金

事業主体 しあわせ福井スポーツ協会 自 治 事 務

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

障がい者スポーツ裾野拡大事業



課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

東京２０２０パラリンピック聖火フェスティバル開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部

法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

市町採火および県の集火・出立式での新型コロナウイルス対策

［事業目的］

　東京２０２０パラリンピックにおいて、東京都内で行われる聖火リレーのための各県の火の集火に向け、県内全市町で種火の採火式を行うとともに、種火を集めて
福井県の火として東京へ送り出すセレモニー「聖火フェスティバル」を開催する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算 補 助 金 R3

補助率 －

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 他県の状況 全４７都道府県で聖火フェスティバルを実施

　　　・「各市町種火採火式」を実施　　　 …　８／１５までに、全１７市町で既存イベントに併せて採火
　　　・ 福井県「集火・出立式」の開催　　…　８／１６に各市町から持ち寄った火を一つにし、東京へ送り出すセレモニーを開催
　　　・ 東京都「集火式」への参加　　　　…　８／２０に東京での集火式へ出席（集火式への県代表・来賓等）
　　　・ 聖火リレーへの参加　　　　　　　…　８／２１～８／２４聖火ランナーとして福井県の火を開会式に繋げる

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

全市町で採火をしてもらった火を集火・出立式に持ち寄り、「東京２０
２０パラリンピック聖火（福井県）」として、東京へ送り出す。



課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― ― 10,245

― ― ― 0

― ― ― 0

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

その他

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

［予算額の推移等］ （単位：千円）

予算額 10,245 10,245

区　　　　　　分 ３年度

交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R3

東京２０２０パラリンピック聖火フェスティバル開催事業

区分 継続 課名 田中　和弘

区分 事業費 国庫 起債 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 実行予算

経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名

当 初 予 算 額 の 推 移 10,245

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

東京2020オリンピック延期に伴う延期

(目標)

目標値、指標の設定が困難

活動指標

実績

成果指標



課長名

■ □ H17 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 17 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

□ 無 ■ 無

■ 有 □ 有

県民スポーツ祭開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部

法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県民スポーツ祭実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

約750名が参加する総合開会式の新型コロナウイルス対策

［事業目的］

　県民が気軽に参加できる幅広いスポーツ活動の実践の場を提供することにより、スポーツを「見る、する、支える」人口の増加につなげ、生涯にわたって元気でい
きいきとしたスポーツライフの実現を目指す。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助金 補 助 金 R4

補助率 定額

（実績） （役割分担）

平成１６年まで、「県民体育大会」と「県スポーツ・レクリエーション
大会」を開催。平成１７年度に２大会を統合し、「県民スポーツ祭」と
して県内最大のスポーツイベントとして開催

市町との連携状況
・市町が開催するスポーツイベント（体験会等含む）を「県民スポーツ
祭協力事業」と位置づけ、広報活動などを強力して実施

他県の状況
石川県：石川県民体育大会

富山県：富山県民体育大会

○県民スポーツ祭の開催
　　県民が気軽に参加できるスポーツ活動の場、年間を通じてできるスポーツ体験の場を提供
　　・総合開会式
　　・市町対抗の部：市町代表選手による競技
　　・高校の部　　：高校生による競技
　　・中学校の部　：中学生による競技
　　・小学生の部　：小学生による競技
　　・交流の部　　：一般参加者による競技
　　・みんなでスポーツフェスタ
　　　　　　　　　：親子で参加できる競技体験会

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名県民体育大会、県スポーツ・レクリエーション大会



課長名

■ □ H17 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 17 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

15,200 15,200 13,500 13,500

16,000 7,300 13,500 13,500

15,660 6,195 13,500

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(46,000) (46,000) (46,000) (46,000)

51,111 25,185 39,887

(160) (160) (160) (160)

170 36 158

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

その他

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

［予算額の推移等］ （単位：千円）

予算額 13,500 13,500

区　　　　　　分 ３年度

交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

県民スポーツ祭開催事業

区分 継続 課名 田中　和弘

区分 事業費 国庫 起債 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業主体 県民スポーツ祭実行委員会 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助金

経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名

当 初 予 算 額 の 推 移 13,500

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

Ｈ３０：福井国体・障スポ開催年度のため、高校の部および中学の部のみ開催

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・新型コロナウイルスの影響により、総合開会式を中止、競技実施
を６月末まで延期または中止を決定
・７月以降の競技実施については、新型コロナウイルス対策を徹底
し、各競技団体と実行委員会が協議のうえ、実施を検討
・高校総体と県春季総体が中止となったため、一部の競技について
は、県スポ祭を代替大会として実施

(目標) (160) (160) (160)

(46,000) (46,000) (46,000)

活動指標 競技種目数

実績

成果指標 参加者数



課長名

■ ■ H25 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 9 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

１県民１スポーツ普及事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部

法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中 和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

スポーツ実施率向上を図るため、スポーツをより身近に感じ、気軽に体験・継続できる環境の整備が必要。

［事業目的］

福井国体後のスポーツ機運の高まりを維持しつつ、スポーツ好きな児童を増やすとともに、子どもから高齢者まで、それぞれの体力や生活時間にあった運動習慣の定
着を促進する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算 補 助 金 R3

補助率 ―

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
（１県民１スポーツ）
・チャレンジカードの配布や研修会等の開催などを協力して実施

他県の状況
　石川県：いしかわ３０２スポーツ運動（運動をカードに記録）

　富山県：なし

１県民１スポーツ
○スポーツチャレンジ・・・１日３０分以上のスポーツ活動を促す「ふくいスポーツチャレンジ」を実施
○スポーツ参加の促進・・・様々な世代に対し、企業研修会や団体が開催するイベントなど研修や会合で出前講習会を開催
○多様な指導者の養成・・・ニュースポーツの指導員および指導員を目指す人を対象に研修会を開催し、指導者の資質向上と競技の普及・発展を図る

［受益者］ 総合型地域スポーツクラブ会員、スポーツクラブ創設準備者、市町地域住民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名



課長名

■ ■ H25 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 9 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

5,250 4,738 1,367 1,367

5,250 4,738 1,367 1,367

4,324 3,910 914

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(58) (58) (58) (65)

53.1 54.1 54.8

(20,000) (20,000) (20,000)

20,000 20,000 20,000

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

法 定 受 託 事 務 そ の 他

その他

経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

補 助 金

１県民１スポーツ普及事業

区分 継続 課名 田中 和弘

区分 事業費 国庫 起債 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

R3事業実施方法 実行予算

事業終了
予定年度

（見直し年
度）補助率 ―

［予算額の推移等］ （単位：千円）

予算額 1,367 1,367

区　　　　　　分 ３年度

当 初 予 算 額 の 推 移 1,367

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

(目標)

実績

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・スポーツ実施率は、54.8％となり、0.7％増加
・スポーツチャレンジカードは、例年通り20,000枚配布

(目標) (20,000) (20,000) (20,000)

(65) (65) (65)

活動指標
スポーツチャレンジカー
ド配布数

実績

成果指標 スポーツ実施率（％）



課長名

■ □ R1 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 － 他県の状況 －

○ゆるスポーツ、ニュースポーツ、レクリエーションスポーツの大会、体験会、出前教室等の開催を促進するため、開催経費を助成
　　実施主体：県レクリエーション協会加盟団体、県スポーツ協会準加盟・準々加盟団体
　　対象事業：ゆるスポーツ、ニュースポーツ等の普及拡大を目的とした大会・体験会・出前教室、指導者養成のための講習会
　　対象経費：開催にかかる会場借上費、指導者報償費・旅費、消耗品費等
　　補 助 額：基本５０千円／イベント
　　　　　　　加算５０千円／１項目（各項目での必要経費）
　　　　　　　　　①参加者５０人以上のイベント、②親子参加型（子育て世代対象）イベント、③障害者参加型イベント
　　　　　　　上限１００千円

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

誰でも気軽に体験できる体験会への参加から、いかにして継続してスポーツに取り組むことができるような環境にしていくかが課題。

［事業目的］

県民が生涯を通じてスポーツに親しみ、生きがいや健康づくりにもつなげるため、年齢・体力、障害の有無に関わらず手軽にできるスポーツの普及拡大を図る

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R4

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県レクリエーション協会や加盟団体　等
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

ゆるスポ・ニュースポ推進事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ □ R1 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 3 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― 700 700

― ― 700 700

― ― 700

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(58) (58) (58) (65)

53.1 54.1 54.8

(7) (7)

― ― 8

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

＜実績＞　※９月末日まで
６団体、計550千円の補助交付を決定。

・対象を総合型スポーツクラブまで広げて募集。
・募集は引き続き2月下旬まで実施する。

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
成人のスポーツ実施率
（％）

活動指標 スポーツイベント補助数

実績

(目標) (7) (7) (7)

(目標) (65) (65) (65)

３年度

当 初 予 算 額 の 推 移 700

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 700 700

田中　和弘

事業主体 県レクリエーション協会や加盟団体　等 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助

補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

ゆるスポ・ニュースポ推進事業



課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 － 他県の状況
石川県：実施していない

富山県：３年に１度、調査実施

　〇事業調査概要
　　・運動・スポーツの実施状況について
　　・運動・スポーツに関する意識について

　〇事業調査の対象
　　・事業調査対象：１５歳以上の福井県民
　　・事業対象者数：２，０００人（目標協本数：１，２００人）
　　・選考方法：住民基本台帳から無作為選定

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　スポーツ推進計画改訂版の進捗状況を把握及び運動・スポーツに関する県民のニーズを把握する調査として必要である。

［事業目的］

　本県における県民のスポーツに関する意識及びスポーツ振興に係る県民のニーズを把握するために広く調査し、福井県スポーツ推進計画の基礎資料等として活用す
る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算 補 助 金 H6

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツに関する県民意識調査

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ H22 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 12 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標

実績

(目標)

目標値、指標の設定が困難
(目標)

３年度

当 初 予 算 額 の 推 移 1,222

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 1,222 1,222

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 実行予算

補助率 ― 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

H6

スポーツに関する県民意識調査



課長名

■ ■ H22 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 12 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 ・市町が行うスポーツイベントの情報を、ホームページで紹介 他県の状況

石川県：県教育委員会内に広域スポーツ支援センターを設置
　　　　・クラブ創設や運営のための指導者等の人材育成支援
　　　　・スポーツ情報発信

富山県：県体育協会内に広域スポーツセンターを設置
　　　　・総合型クラブを含むスポーツ団体に対し研修会や相談対応
　　　　・スポーツ情報の提供

○広域スポーツセンターの機能充実
　　①　スポーツ情報ネットワークの活用（ＨＰを通じた県内スポーツ情報の発信）

○総合型地域スポーツクラブへの支援
　　①　創設支援研修会の開催
　　　　・新たに総合型地域スポーツクラブを創設するための研修会（２回）
　　②　育成支援研修会の開催
　　　　・先進クラブの代表者による事業展開や運営面に係る研修会の開催（１回）
　　③　市町連携研修会の開催
　　　　・市町行政担当者及びクラブ関係者による市町連携の事業展開の検討や行政との連携した事業運営を学ぶ研修会（１回）

　　　　・資格取得支援（公認アシスタントマネジャー養成講習会の開催）

　　　　・総合型クラブの設立、育成を推進するクラブアドバイザー配置費用を一部負担（福井県スポーツ協会へ補助）

［受益者］ 総合型地域スポーツクラブ会員、スポーツクラブ創設準備者、市町地域住民 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　地域のスポーツ活動拠点となる総合型地域スポーツクラブが、自立し会員を増やしていくためには、市町との連携が欠かせない。
　Ｒ４年度から予定されている「登録認証制度」の基準を満たすための導入支援が必要となる。

［事業目的］

　福井運動公園事務所内に県広域スポーツセンターを設置し、各市町における総合型地域スポーツクラブの育成を図り、いつでもどこでもスポーツに親しむことがで
きる生涯スポーツ社会の実現を目指す。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算、補助 補 助 金 R5

補助率 定額、１/１０ 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

広域スポーツセンター事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ H22 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 12 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

4,083 1,059 1,039

4,083 1,059 1,039

3,489 771

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(30) －

27 27 6,049

(40) (40)

28 12 20

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・総合型地域スポーツクラブにおいて、各市町に１クラブ以上の設
立を目指すとはしているが、創設までのハードルが高いことや、地
域によっては必要性を感じていないところもあり、実現に至らな
かった

・Ｒ２改定の福井県スポーツ推進計画改定版において、新
規クラブの設置に加え、既存クラブの活動の充実を図る観
点から、目標指標をクラブ数から会員数に替え、目標値を
Ｒ６までに7,500人に設定された。

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

Ｈ３０：クラブアドバイザー配置を日本体育協会負担から県負担に変更（※日本体育協会負担は連続５年までしか認められないため、H３０のみ県負担）
Ｒ　１：クラブアドバイザー配置を再び日本体育協会負担へ変更

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
総合型地域スポーツクラ
ブ会員数（Ｒ元まではク
ラブ数）

活動指標
総合型地域スポーツクラ
ブ創設支援研修会参加者
数 実績

(目標) (40) (40) (40)

目標（スポーツ推進計画改訂版）Ｒ６年７，５００人(目標) (6,600) (7,500) (7,500)

３年度

新規事業として、市町連携支援・登録認証支援、クラブアドバイザー配置支援の実施による
増

当 初 予 算 額 の 推 移 1,566

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 1,566 1,566

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 実行予算、補助

補助率 定額、１/１０ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R5

広域スポーツセンター事業



課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 3 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
・市町と協力して聖火リレーの準備を実施
・既存のイベントや祭りを応援プログラムとして登録し、機運醸成につ
なげる

他県の状況

【聖火リレー】
　　全国４７都道府県で実施

【聖火ランナー応募総数】
　　石川…１９６３人　　富山…１１９４人

（１）聖火リレー開催準備・運営
　　　聖火リレーの県内開催に向け準備、当日運営を行う

（２）オリンピック関連事業の実施
　　　コミュニティライブサイトを実施

［受益者］ 全ての一般県民 ［想定される受益者数］ ８００千人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

延期に伴う費用増加（主にコロナ対策）と簡素化・効率化の視点からの費用削減

［事業目的］

東京2020オリンピック聖火リレーやオリンピック関連事業を県内で実施し、オリンピックに向けた県内の機運醸成を図り、スポーツ熱を高めていく。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金、実行予算 補 助 金 R3

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

オリンピック機運醸成事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R1 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 3 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― 58,401 86,571

― ― 58,401 56,511

― ― 26,379

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・コロナによる本大会の延期に伴い聖火リレーも延期になったた
め、事前予告看板などの事前準備のみ実施

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

・事業進捗による増（令和元年度予算は計画作成などの事前準備費用、令和２年度予算は聖火リレー運営費用）

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標

実績

(目標)

目標値、指標の設定が困難
(目標)

３年度

・新型コロナ対策にかかるかかり増し経費（セレモニー会場コロナ対策、警備費等）の追加
による増

当 初 予 算 額 の 推 移 90,147

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 90,147 90,147

田中　和弘

事業主体 実行委員会 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 負担金、実行予算

補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R3

オリンピック機運醸成事業



課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
キャンプ誘致の状況、補助金の交付などについて適宜情報交換し、協力
して実施

他県の状況
Ｈ２７：富山県、石川県ともに誘致パンフレット作成費を補助
Ｈ２９：石川県、山梨県、茨城県等、誘致活動の１／２補助

　○キャンプ地視察受入の助成
　　実施主体　：市町
　　補助率　　：県１／２（市町１／２）
　　補助上限額：５０万円

　○事前キャンプ受入の助成
　　実施主体　：市町
　　補助率　　：県２／３（市町１／３）
　　補助上限額：１，０００万円

　　実施主体　：市町
　　補助率　　：県１０／１０（財源：ホストタウン等新型コロナウイルス感染症対策交付金）
　　補助上限額：定額

［受益者］ 事前キャンプを受け入れる市町の住民 ［想定される受益者数］ 約548,000人（事前キャンプを受け入れる市町の住民・最大）

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプの受入

［事業目的］

　２０２１年（令和３年）に開催される東京オリンピック・パラリンピックにおける事前キャンプ誘致活動、事前キャンプの受け入れを市町と協力して実施する

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助金 補 助 金 R3

補助率 視察受入１／２　事前キャンプ等受入２／３ 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ等受入事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部



課長名

■ □ H27 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 7 年

（繰入）

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

6,500 6,500 4,500 31,000

1,659 1,000 3,000 1,000

392 1,000 1,500

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(10) (10) (6) (2)

4 3 2

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

・東京2020オリンピック延期に伴い、事前キャンプ受入れを延期 ・国庫を活用して、新型コロナ対策経費を対象経費に追加

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

・誘致の進捗による補助対象数の減
・オリンピック当該年度における事前キャンプ等受入補助の創設

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標 事前キャンプ等受入

活動指標 誘致PR活動、視察受入

実績

(目標) (2)

(目標) (5)

３年度

・新型コロナウイルス対策経費追加による増

当 初 予 算 額 の 推 移 58,000

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債

38,000

一般財源その他

予算額 58,000 20,000
スポーツふくい基金繰入金（ホストタウン等新型コロナウイルス感染
症対策交付金）

田中　和弘

事業主体 市町 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助金

補助率 視察受入１／２　事前キャンプ等受入２／３ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R3

東京オリンピック・パラリンピック事前キャンプ等受入事業



課長名

■ □ H5 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 28 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

（実績） （役割分担）

・当該事業は、原則単年度限りの補助であるが、スポーツイベント開
催支援事業は、新規性がある大規模イベント等が対象で、入場料等に
よる自立化を促すため開催初期の支援を複数年行うもの

市町との連携状況 － 他県の状況 －

各種競技団体が行う大会開催に対して補助を行う。

補助条件
（１）対象となる大会
　国際大会、全国大会、ブロック（中部、東海北陸、中日本、北信越）大会

（２）大会の内容
　①競技の普及振興、競技力向上を図ることを目的としたもの
　②本県発祥など、生涯スポーツの振興に貢献するもの
　③県のイメージアップ、ＰＲにつながるもの

（３）競技スポーツ、生涯スポーツを問わず、実施主体（補助事業者が
　（公財）福井県スポーツ協会に加盟していること

［受益者］ 県スポーツ協会に加盟する競技団体とその加入者 ［想定される受益者数］ 75000人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 スポーツイベント開催支援事業

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

スポーツを「みる」「する」「ささえる」機会の充実

［事業目的］

県内で開催される各種大会に補助し、県民がスポーツに興味・関心を持つ機会を充実し、地域のにぎわい、スポーツの振興を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 競技団体
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツ大会開催費等補助金

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部

補助金額のルール

（１）全国大会 ３００千円

（２）ブロック大会 １００千円

（３）国際大会、その他お成りを伴う大会 県内開催前例、先催県等を参考に決定

（４）本県発祥のスポーツ大会 本県での普及度、知名度、貢献度を参考に決定

本県発祥の大会は１００千円上乗せする



課長名

■ □ H5 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 28 年

(繰入）

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

695 200 700 1,300

695 200 700 300

695 200 700

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(5) (1) (3) (5)

5 1 3 1

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

令和２年度補助実績　１件
　・2020全日本高等学校体操競技選抜鯖江大会　300千円
　※新型コロナウイルスの影響により多くの大会が延期・中止にな
り実績減

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

補助大会件数・補助額の変動

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標 補助件数交付件数

実績

(目標) (4)

定量的に検証できるものがなく設定が困難
(目標)

３年度

補助対象経費の増

当 初 予 算 額 の 推 移 2,800

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債

2,800

一般財源その他

予算額 2,800 0 スポーツふくい基金繰入金

田中　和弘

事業主体 競技団体 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助

補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

0

スポーツ大会開催費等補助金



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
市町が主体となって、３か年の推進プランを作成し、県はプラン記載の
事業について、重点的に支援する。

他県の状況

（１）推進プラン策定
　大規模大会等を実施後、その効果を継続するため、指導者の育成や競技人口の増加にかかる取組、交流人口の増加につながる事業、まちなかの景観整備など、課題
解決や　地域の特色づくりに資する事業を実施する「スポーツまちづくり推進プラン」を策定する。
　　・推進計画には以下の３つの分野の実現に向けた事業を記載
　　　　①交流人口増加…大規模大会の開催、独自大会の創設などによる交流人口の増加
　　　　②裾野拡大　　…指導者・選手の育成、体験教室開催、地元住民との交流事業　など
　　　　③機運醸成　　…イベント開催、活動拠点の整備、関連グッズ開発など
　　・県が市町から募集し、一年度につき２市町のプランを認定
（２）補助対象者　市町（補助対象者が競技団体等へ補助を行う事業も対象とする。）
（３）補助対象競技　　全市町・全種目（新たなお家芸育成支援事業との重複事業は除く。）
（４）補助率　１/２
（５）補助限度額　１つの計画あたり最長３か年度まで（計画認定年度を含む。）合計１５，０００千円まで（ただし、一年度あたりの限度額は５，０００千円ま
で）

［受益者］ 各市町 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

国体で醸成された各市町のスポーツに対する盛り上がりの継続

［事業目的］

全国大会や世界大会の開催、代表チームのキャンプ誘致等の効果を、地域の特色としてまちづくりにつなげるため、新たに推進プランを策定し、プランに基づく事業
を実施する市町をモデル地域として集中的・継続的に支援する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R6

補助率 1/2 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 市町
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツまちづくり推進事業（スポーツコミッション・県事業）

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― ― 10,000

― ― ― 111

― ― ―

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － －

－ － － －

－ － － (2)

－ － － 1

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

令和２年度補助実績　１件　111千円
　・越前市（フェンシング競技）

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績 － －

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標 プラン認定市町数(累計）

実績

－

(目標) (4) (4) (6)

各市町によって目標は異なるため設定が困難
(目標) － － －

３年度

・コロナ禍により令和2年度予定していた事業が実施できず、3年度に持ち越した市町があっ
たため

当 初 予 算 額 の 推 移 12,938

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 12,938 6,469 6,469 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 市町 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助

補助率 1/2 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R6

スポーツまちづくり推進事業（スポーツコミッション・県事業）



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 □ 無

□ 有 ■ 有

（実績） （役割分担）

　都道府県持ち回りの大会が対象。ブロック大会100千円、全国大会
300千円を補助。

市町との連携状況 － 他県の状況

佐賀県　補助率1/2
補助上限
国際大会　5,000千円　　　（３年間　計15,000千円）
国内大会　2,500千円　　　（３年間　計　7,500千円）

　スポーツイベントの開催や誘致活動を支援し、県内外の人が、スポーツを「する」「みる」機会を創出する。
　　事業内容　：イベント開催経費、誘致活動経費を支援
　　　　　　　　大規模イベントと連携し、相乗効果を高める「観戦型連携枠」を新設
　　補助率　　：県１０/１０～１／２
　　補助上限額：２０万円～３００万円（最大３年間）
　　実施主体　：競技団体　等
　

［受益者］ 県スポーツ協会に加盟する競技団体とその加入者 ［想定される受益者数］ 75000人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名 スポーツ大会開催費等補助金

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

スポーツを通じた地域活性化、交流人口の拡大

［事業目的］

県内外の人が、スポーツを「する」「みる」機会を創出することにより、交流人口の増加を図る。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 補助 補 助 金 R6

補助率 県１／２～１／６ 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 競技団体、民間団体（ＮＰＯ等）
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツイベント開催支援事業（スポーツコミッション・県事業）

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ □ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － 11,358

－ － － 5,012

－ － －

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(16,300)

(7)

5

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

令和２年度補助実績　5件　4,350千円
　【観戦型】アスリートナイトゲームズ in FUKUI2020　3,000千円
　【参加型】ラファ・プレステージin若狭　750千円
　【応援型】3件　600万円

・支援タイプ毎（観戦型・参加型・応援型）の採択件数
　配分の柔軟化
・観戦型連携枠の追加

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
全国大会・スポーツイベ
ント（1000人以上）の参
加・観戦者数

活動指標 補助金補助件数

実績

観戦型３件、観戦型連携枠１件、参加型１件、応援型３件
(目標) (8) (16) (8)

目標：令和６年　12件　40,200人
(目標) (15,700) (25,200) (40,200)

３年度

・令和２年度からの継続開催分
・観戦型連携枠の増加

当 初 予 算 額 の 推 移 12,558

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 12,558 6,279 6,279 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 競技団体、民間団体（ＮＰＯ等） 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 補助

補助率 県１／２～１／６ 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R6

スポーツイベント開催支援事業（スポーツコミッション・県事業）



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 2 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
福井市と一緒に「福井フルマラソン検討委員会」設置
今後、コースとなる市町にも参加を打診

他県の状況

金沢マラソン（事務局：金沢市金沢マラソン推進課）
　H27.11第1回大会開催　H25.4から実施計画書策定開始　※約2年8か
月前

富山マラソン（事務局：富山県スポーツ振興課）
　H27.10第1回大会開催　H26.2から実施計画書策定開始　※約1年9か
月前

（１）実施計画策定・実行委員会運営
　 　・基本計画に沿った詳細な実施計画の策定（選手募集、給水・給食、記録計測、交通規制、救護等）
　 　・準備委員会の運営（年６回程度）

（２）開催機運醸成・参加者裾野拡大

［受益者］ フルマラソン参加者、応援者 ［想定される受益者数］ 参加者10,000人、応援者117,000人（開催想定市の人口の1/3）

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　フルマラソン大会の開催に向けた準備、県内外から多くの参加者を集めるための裾野拡大

［事業目的］

　北陸新幹線福井・敦賀開業に向け本県への交流人口拡大を図るため、フルマラソン大会の開催に係る実施計画の策定や２年前イベント等の準備を行うとともに、開
催への機運醸成を実施する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔

福井県スポーツ推進計画
北陸新幹線開業プラン

〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金、直営 補 助 金 R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県、市町、関係団体による実行委員会
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

フルマラソン開催推進事業

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

2,500

2,500

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

 「福井フルマラソン検討委員会」設置
　基本計画書の策定

　基本計画書に基づく実施計画書等の策定
　機運醸成事業の実施

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標

実績

実施計画策定等が成果のため数値化できない
（今後の目標：マラソン参加者数）

(目標)

実施計画策定等が成果のため数値化できない
（今後の目標：マラソン参加者数）

(目標)

３年度

　基本計画書に基づく実施計画書等の策定
　機運醸成事業の実施

当 初 予 算 額 の 推 移 14,092

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 14,092 7,046 7,046 　地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 県、市町、関係団体による実行委員会 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 負担金、直営

補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

フルマラソン開催推進事業



課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 競技会場の予約など協力を依頼 他県の状況

直近の開催県
2019年　岐阜県
2020年　愛媛県（新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽにより中止）
2021年　岡山県
2022年　岩手県

（１）先催県の視察
　　　①開催回数　１回（９月）
　　　②内容
　　　　　・県内競技団体に先催県での競技運営の視察を依頼（県スポーツ協会へ委託）

（２）連絡会議の開催
　　①開催回数　　年２回
　　②内容
　　　　　・県、市町、競技団体等による情報共有

［受益者］ スポーツマスターズ開催予定競技団体（13種目） ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

県内外から人を呼び込めるスポーツイベントの誘致

［事業目的］

日本スポーツマスターズの開催準備

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算 補 助 金 R5

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツマスターズ開催準備事業（スポーツコミッション・県事業）

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R3 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 1 年

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － －

－ － － －

－ － － －

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

― ― ― ―

― ― ― ―

― ― ― ―

― ― ― ―

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 新規 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標

活動指標 先開催県への視察団体

実績

開催競技団体数
(目標) (13)

目標値、指標の設定が困難（開催準備に入る前の先催県状況を把握す
る段階のため）

(目標) (13)

３年度

当 初 予 算 額 の 推 移 721

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 721 360 361 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 実行予算

補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R5

スポーツマスターズ開催準備事業（スポーツコミッション・県事業）



課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 市町の公民館、イベント等へスポーツチームを紹介 他県の状況
石川県　県内トップスポーツチームとの包括連携に関する協定
富山県　プロスポーツ支援事業

「ふくい県民応援チーム」の活躍の場をより広げ、県民に愛されるチーム作りを推進
（１）県民チームの魅力発信

　　・駅や公共施設等におけるポスター掲示
（２）スポーツ応援機運醸成

　　補助率１／２（上限４００千円）×２件
（３）全国魅力発信
　　・県外の試合開催に伴う広報（チラシ等）やチームのＳＮＳを活用した観光地ＰＲ
　　（アウェー試合数３０試合以上：１，０００千円　３０試合未満：５００千円）

［受益者］ スポーツチーム、県民、県 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

スポーツ観戦・応援文化の醸成

［事業目的］

県内トップスポーツチーム「ふくい県民応援チーム」の周知、ファンの増加

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託、補助 補 助 金 R4

補助率 定額 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 スポーツチーム
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

「県民チーム」育成・全国魅力発信事業（スポーツコミッション・県事業）

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R2 年度

■ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － 9,563

－ － － 5,145

－ － －

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － (3,000)

－ － －

－ － － －

－ － － －

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

新型コロナの影響によりリーグ戦の縮小や中止が相次ぎ、入場者数
が低調だった。

県民チームを盛り上げる様々な事業を展開
　・令和２年に試験的に実施した試合観戦スタンプラリー
の通年開催
　・通常試合が行われていない、嶺南での試合開催を支援

■ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 拡充 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
県民チームの入場者数
（ホーム）

活動指標
スタンプラリーシート回
収数

実績

(目標) (500) (600) (700)

各チームの平均来場者数合計
(目標) (3,300) (4,200) (10,000)

３年度

・試合結果、ダイジェスト等のテレビ放送事業
・試合観戦スタンプラリーの実施
・嶺南地域での試合開催支援

当 初 予 算 額 の 推 移 10,917

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 10,917 5,458 5,459 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 スポーツチーム 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 委託、補助

補助率 定額 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

「県民チーム」育成・全国魅力発信事業（スポーツコミッション・県事業）



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況
市町のスポーツ施設情報、スポーツ大会・合宿支援情報などを提供して
もらい、ポータルサイトに掲載

他県の状況 愛知県、埼玉県などがスポーツ情報ポータルサイトを設置

　以下のポータルサイトの保守委託（サーバ利用料、オンサイト保守）※令和２年１０月１６日（金）公開

［受益者］ 県民、県外観光客 ［想定される受益者数］ 200～400view/日

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

　スポーツ情報ポータルサイト「F.sports!」の安定的な運用

［事業目的］

　県内のスポーツ情報をまとめたポータルサイト「F.sports!」の安定的な運用を図る

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔

福井県スポーツ推進計画
北陸新幹線開業プラン

〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 直営 補 助 金 R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツ情報ポータルサイト保守事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

6,614

6,614

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(16,300)

(36,000)

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

ポータルサイト構築、公開（１０月１６日～） ポータルサイト保守

□ 拡充 ■ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 5,333

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
全国大会・スポーツイベ
ント（1000人以上）の参
加・観戦者数

活動指標
ポータルサイト延べ閲覧
数

実績

　２年度は６月分、３年度以降は年間分
(目標) (91,250) (109,500) (127,750)

目標：令和６年　12件　40,200人
(目標) (15,700) (25,200) (40,200)

３年度

　令和２年度にポータルサイト構築したが、Ｒ３年度以降は保守経費のみとなるため減少

当 初 予 算 額 の 推 移 1,281

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 1,281 640 641 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 直営

補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

スポーツ情報ポータルサイト保守事業



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

〕

〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況 市町とスポーツコミッションを構成 他県の状況 県主体のスポーツコミッションは全国に14団体（2020年3月末時点）

（１）総会・連絡会議の開催
　　　①開催回数　　年２回（１０月　連絡会議　　３月　総会）
　　　②内容
　　　　　・事業結果・事業計画の報告
　　　　　・優良事例の発表
　　　　　・会員相互の交流　　　等
（２）人材育成セミナーの開催
　　①開催回数　　年２回（総会・連絡会議の開催に合わせ）
　　②講師（案）
　　　　・スポーツツーリズム関連の大学教授等（早稲田大学スポーツ科学学術院　等）
　　　　・全国先進事例において中心となって活躍している方（さいたま市コミッション、山形県村山市（武道）等）

［受益者］ 福井県スポーツまちづくり推進機構加盟団体 ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔 文化・スポーツが福井の活力

［解決すべき問題・課題］

市町、経済団体、観光団体、競技団体、スポーツ団体、報道機関などの情報共有の場がない

［事業目的］

情報共有の場を持ち、一体的にスポーツを通じた地域活性化を進める

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 実行予算 補 助 金 R4

補助率 － 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

スポーツコミッション事務局運営事業（スポーツコミッション・県事業）

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ R2 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 2 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

－ － － 364

－ － － 364

－ － －

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(16,300)

(2)

1

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

令和2年10月9日　福井県スポーツまちづくり推進機構　第1回情報交
流会
令和3年3月18日　福井県スポーツまちづくり推進機構　第2回情報交
流会

□ 拡充 □ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

■ 継続 □ 休止 □ 完了

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
1000人以上の県内スポー
ツ大会観戦者数

活動指標 総会・連絡会議開催

実績

総会・連絡会の年２回開催
(目標) (2)

目標：令和６年　12件　40,200人
(目標) (15,700) (25,200) (40,200)

３年度

当 初 予 算 額 の 推 移 365

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 365 365

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 実行予算

補助率 － 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R4

スポーツコミッション事務局運営事業（スポーツコミッション・県事業）



課長名

■ □ Ｈ30 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 4 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

■ 無 ■ 無

□ 有 □ 有

（実績） （役割分担）

市町との連携状況

県と高浜町とで組織委員会への負担金を共同で負担
（割合　県：町＝１：１）

県と高浜町から組織委員会へ職員派遣
（県２人、町１人）

他県の状況
関西を中心として１３府県政令市で実行委員会を設立し、開催に向け
準備を進めている（福井県、滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、奈良
県、和歌山県、鳥取県、徳島県、京都市、大阪市、堺市、神戸市）

（１）公益財団法人ワールドマスターズゲームズ２０２１関西組織委員会への参画
　　・職員を派遣し、国際大会の誘致・運営ノウハウ等を本県に蓄積することにより、今後の国際スポーツ大会等の誘致・開催につなげる

（２）「ワールドマスターズゲームズ2021関西 福井県実行委員会」の設置
　　・高浜町や競技団体等が参加する県実行委員会を設立し、競技開催に向けた県内の体制を整える

（３）２０２１年の大会開催に向けての準備
　　・大会開催に向け、県内機運醸成、参加者獲得のためのＰＲ活動、開催市町の準備行為支援を実施

（４）「ライフセービング競技」の開催
　　・高浜町（若狭和田海水浴場）において、ライフセービング競技２種目（サーフ種目：ボードレース等、ビーチ種目：ビーチフラッグス等）を実施

［受益者］ 県民 ［想定される受益者数］ 78万人

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

新型コロナウイルス感染症の影響もあり大会エントリー者数が伸び悩んでおり、令和２年１０月１日時点でのライフセービング競技エントリー者は５８名（国内５５
名、海外３名）と目標の５００名に達していない。大会が１年延期となった状況で来年度は、コロナ禍を乗り越えて開催する国際大会と位置付けて国内外に向けて積
極的にPRし、参加者獲得および機運醸成に努めなければならない。

［事業目的］

　国体・障スポを機に高まるスポーツ機運の継承、さらに北陸新幹線開業に向けて関西との連携強化を図るため、２０２１年に関西全域で開催される「ワールドマス
ターズゲームズ２０２１関西」の公式競技（ライフセービング）を高浜町で、オープン競技（ディスクゴルフ）を坂井市で開催する。

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 負担金 補 助 金 R3

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中　和弘

事業主体 県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

ワールドマスターズゲームズ２０２１関西開催準備事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部



課長名

■ □ Ｈ30 年度

□ 経過年数 年度

□ ■ 4 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

5,154 17,585

5,145 5,154 14,465

5,145 5,154

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(0) (500)

0 58

(5) (23)

5 14

□ その他

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

新型コロナウイルス感染症の影響で、大会自体の開催が不安定な状
況で成果目標は達成できなかった。
また、広報活動すべき競技会が相次いで中止となり活動指標も達成
できなかった。

今年度予算では、より海外からの大会参加者を獲得するた
め、海外参加者目線に立ったPRを実施し、成果指標の達成
を目指す。

□ 拡充 ■ 縮減 □ 終期の見直し 見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 7,962

□ 整理統合 □ 廃止

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 外 部局名 交流文化部 スポーツ課

事 務
区 分

事 業
区 分

事業
開始
年度

実績

３年度 中間目標

前年度までの
主な増減理由

令和元年度は前年度と比較して大きな増減はない
令和２年度は大会開催の前年度であり、参加者獲得のためのPR費用や大会開催準備事業のための市町補助の事業費が増加した

区　　　　　　分

最終目標区　　　　　　分 目標・指標の考え方・積算根拠

成果指標
ライフセービング競技大
会参加者数

活動指標 大会広報活動

実績

大会の開催を幅広く周知し、参加者獲得、県内の機運を高める
令和2年度：24回（キャラバン事業10回、国内競技会12回、全豪選手権
1回、ヨーロピアンカップ1回）

(目標) (24)

高浜町開催ライフセービング競技大会参加者数500人：国内375人、国
外125人（目標）
前回オークランド大会425名

(目標) (500) (500)

３年度

・関西組織委員会への負担金減（競技開催分が令和２年度で払い終え、人件費分のみ支払
い）
・市町大会開催準備補助金の減（令和２年度に一部、開催準備事業を実施）

当 初 予 算 額 の 推 移 9,623

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

令和３年度予算額の増減理由

決 算 額 の 推 移

国庫、その他財源の名称等

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区分 事業費 国庫 起債 一般財源その他

予算額 9,623 2,632 6,991 地方創生推進交付金

田中　和弘

事業主体 県 自 治 事 務 実行予算

事業実施方法 負担金

補助率 ― 法 定 受 託 事 務 そ の 他

課名

補 助 金

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

R3

ワールドマスターズゲームズ２０２１関西開催準備事業



課長名

■ ■ H25 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 9 年

〕

文化・スポーツが福井の活力 〕

［事業内容］

□ 無 ■ 無

■ 有 □ 有スポーツフェスタ、広報キャラバン

（役割分担）

市町との連携状況

・市町観光関係機関との連携により、市町観光PR・特産品・ご当地グル
メ等PRを行う。今後も、北陸新幹線開業に向けた県内市町のおもてなし
強化の観点から、継続して連携を図っていく。
・チラシ配布等の広報協力をお願いしている。

他県の状況 －

［受益者］ ［想定される受益者数］

前事業の有無・実績
関連事業の有無・

役割分担

事業名 事業名

（実績）

政　　策  〔

［解決すべき問題・課題］

・はぴりゅうフェスタ：コロナ禍における、体験イベントの在り方を検討し、新しい形でのイベント開催を模索する。
・はぴりゅうキャラバン：コロナ禍におけるキャラクターの露出方法（出動、動画作成など）の検討と、更なるファン拡大を図るための新しい取り組みが必要。

［事業目的］

国体・障スポを機に高まったスポーツへの関心を冷ますことなく、スポーツや文化で活躍する県民や団体が交流・ＰＲする場を提供するため、継続して「はぴりゅうフェスタ」を開催する。ま
た、福井県のキャラクターとして、県民交流サポーターとなった「はぴりゅう」については、その認知度・知名度を活かし、県事業ＰＲなどで、効果的に活用をしていく。

◇県民交流イベント「はぴりゅうフェスタ」の開催
　　・国体競技、ニュースポーツ、障スポ・パラ競技のスポーツ体験
　　・文化団体等のステージ発表
　　・恐竜王国ふくい、新幹線開業、観光等、県事業のPR

◇「はぴねすキャラバン」の運用
　　・県民交流サポーター「はぴりゅう」の継続的な活用による、県民応援活動

そ の 他

福井県長期ビジョン
における位置付け

分　　野  〔 まちづくり
関連する県の計画等 〔 福井県スポーツ推進計画 〕

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 R7

補助率 ― 法 定 受 託 事 務

課名 スポーツ課 田中和弘

事業主体 福井県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算 事業
開始
年度

はぴりゅうフェスタ等開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部



課長名

■ ■ H25 年度

□ 経過年数 年度

□ □ 9 年

平成２９年度 30年度 令和元年度 ２年度

― 13,102 19,103 21,602

― 11,607 19,103 20,123

― 11,607 18,825

［成果指標等の推移］

平成29年度 30年度 令和元年度 ２年度

(10,000)

― 9,526 10,109 2,790

(240)

― 452 291

縮減

□ 整理統合 □ 廃止 □ その他

□ 終期の見直し

(240)
マスコット「はぴりゅう」等の運用(月20回程度運用を予定)

［予算額の推移等］ （単位：千円）

区　　　　　　分 ３年度 令和３年度予算額の増減理由

予算額 20,548 20,548

はぴりゅうフェスタの来場者数

実績

(10,000)

見直し額

□ 継続 □ 休止 □ 完了

△ 1,054

［事業の評価]

前年度の実績 実績を踏まえた令和３年度の変更点 事業評価

①はぴりゅうフェスタ
　令和 2年12月13日(日)に実施
　（コロナ対策としてスポーツ体験を中止するなど縮小して実施）

②はぴねすキャラバン　※令和2年9月末日まで
  出動回数：66回　動画配信：15本　はぴりゅう体操制作

□ 拡充 ■

活動指標 広報活動数
(目標) (240) (240)

成果指標 来場者数
(目標) (10,000) (10,000)

実績

法 定 受 託 事 務

前年度までの
主な増減理由

区　　　　　　分 ３年度 中間目標 最終目標 目標・指標の考え方・積算根拠

当 初 予 算 額 の 推 移 20,548

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

決 算 額 の 推 移

そ の 他

事業主体 福井県
事 務
区 分

自 治 事 務
事 業
区 分

実行予算
事業
開始
年度

区分 事業費 国庫 起債 その他 一般財源 国庫、その他財源の名称等

事業終了
予定年度

（見直し年
度）

事業実施方法 委託 補 助 金 R7

補助率 ―

はぴりゅうフェスタ等開催事業

区分 継続 経費区分 政策的経費 要求基準 内 部局名 交流文化部 課名 スポーツ課 田中和弘


